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県立志知高等学校の
科目「日本の文化」
について

生活文化
～遊びの文化の

継承を中心として～

キーワード

１ こころ深く
こころざし高く

２ 地域との連携

１ー（１） こころ深く

日本人が大切にしてきた
ものについて考える

マナー → 人への配慮
思いやり

配慮される側 → 配慮する側へ

小学生との交流を計画

交流学習に向けて

① 「着付け体験」

交流学習に向けて
② 「礼と動きの基礎」

交流学習に向けて
③ 「竹とんぼ」

と「凧」製作
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交流学習に向けて

③ 「折り紙」講義

交流学習に向けて
③ 「お手玉」～ななつ～

交流学習

１ー（２） こころざし高く

〈次に繋がる学習を〉

・ＡＯ 自己推薦入試に活用

・進学先のテーマに

「日本の食文化」授業風景

４月１８日
生徒の反応

１ 生徒の感想文より

２ 「レポート」より

・ １年間のまとめとして

・ 各自が課題を設定して、

調査学習
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レポート ２ 地域との連携

①地域の産業
・ 吹きもどし

２
地域との連携
①地域の産業
・ 淡路瓦

２ 地域との連携

・ 地域の人材の活用

２３時間 のべ１３人の
特色化支援事業による講師の活用

華道 華道レジメ
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華道 （テーマ：命を大切にする）

・ 校長室（２）
・ 事務室（３）
・ 職員室（２）
・ 教室（３）
・ 談話用スペース（１）
・ トイレ（２）

選択男子生徒（１７名）

授業後、飾られていた一輪挿し作品

書道 （年賀状）

和菓子実習



「
日
本
の
文
化
」
学
習
指
導
案
授
業
者

兵
庫
県
立
志
知
高
等
学
校

教
諭

橋
本

祐
里
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25
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:1
5
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5
１
．
実
施
日
時

平
成

年
月

日
（
木
）

５
校
時

～

２
．
授
業
教
室

柔
道
場

３
．
対
象
生
徒

３
年
生
（
選
択
者
：

名
男
子

名
女
子

名
）

17
13

4

４
．
授
業
協
力
者

南
あ
わ
じ
市
立
三
原
志
知
小
学
校
１
年
生
～
４
年
生
（
２
０
名
）

５
．
履
修
単
位

２
単
位

６
．
科
目
の
目
標

日
本
及
び
自
ら
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
文
化
的
価
値
に
つ
い
て
の
理
解
と
表
現
を
図
り
、
世
界
の

、
。

多
様
な
文
化
を
尊
重
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

国
際
社
会
に
主
体
的
に
生
き
る
自
覚
と
資
質
を
養
う

７
．
単
元
名

「
生
活
文
化
「
地
域
文
化
」

」

８
．
単
元
の
目
標

「
生
活
文
化
：
衣
食
住
を
含
め
た
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
文
化
を
、
調
査
や
体
験
を
通
し
て

」
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
生
活
文
化
の
本
質
を
理
解
す
る
。

「
地
域
文
化
：
自
ら
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
伝
統
芸
能
や
伝
統
工
芸
等
を
、
体
験
や
地
域
教

」
材
を
活
用
し
て
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
地
域
文
化
の
価
値
を
伝
統
文
化
の
継
承
と

創
造
と
し
て
関
連
付
け
て
理
解
す
る
。

９
．
単
元
の
授
業
展
開

１
～
４
時
間

「
着
付
け
体
験

礼
と
動
き
の
基
礎
」

外
部
講
師

日
本
舞
踊
師
範

小
笠
原
伊
佐
子
氏

夏
季
休
業
中

自
主
学
習

「
お
手
玉
や
そ
の
他
の
遊
び
に
つ
い
て
」

外
部
講
師

地
方
史
研
究
家

浜
岡
き
み
子
氏

５
時
間
目

「
お
手
玉
製
作
」

外
部
講
師

家
庭
科
講
師

森
和
子
氏

６
時
間
目

「
竹
と
ん
ぼ
製
作
」
外
部
講
師

淡
路
野
外
活
動
協
議
会
理
事

桜
井
一
郎
氏

７
時
間
目

「
凧
製
作
」

外
部
講
師

淡
路
野
外
活
動
協
議
会
理
事

桜
井
一
郎
氏

８
時
間
目

「
折
り
紙
製
作
」

外
部
講
師

淡
路
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｻ
ｰ
ｸ
ﾙ
ﾋ
ﾟ
ﾉ
ｷ
ｵ
の
会
富
岡
純
氏

放
課
後

三
原
志
知
小
学
校
と
の
打
ち
合
わ
せ

放
課
後

補
講

（
竹
と
ん
ぼ
製
作
・
凧
製
作
・
お
手
玉
練
習
）

９
時
間
目

本
時

．
本
時
の
内
容

10
地
域
の
「
遊
び
の
文
化
」
の
伝
承

．
本
時
の
目
標

11 ①
自
ら
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
文
化
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
地
域
独
自
の
文
化
を
理
解
し
、
地
域

文
化
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
深
め
る
。

②
小
学
生
に
教
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
習
内
容
を
再
確
認
し
、
知
識
と
し
て
の
定
着
を
図
る
。

③
自
ら
が
学
習
し
た
成
果
を
、
表
現
し
、
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
文
化
の
価
値
を
理
解
し
、
そ

れ
ら
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
態
度
を
養
う
。

．
本
時
の
展
開

12

学
習
内
容

生
徒
の
学
習
活
動

評
価
の
観
点

導
(
)
本
時
の
内
容
を
概
観

(
)
協
力
者
に
注
目
す
る
。

1
1

入
し
、
協
力
者
を
紹
介

す
る
。

(
)
三
原
志
知
小
学
生
に
教
え
な
が
ら
、
礼

[
意
欲
・
態
度
]

10
2

分
(
)
礼
に
つ
い
て

の
復
習
を
す
る
。

正
し
く
美
し

2 ①
セ
ン
ス
の
意
味

①
代
表
者
は
実
演
す
る
。
そ
の
他
の
生

い
礼
が
で
き
た

②
手
の
位
置
・
形

徒
は
小
学
生
と
一
緒
に
、
そ
の
礼
に

か
注
目
す
る
。
ま
た
、
指
名
さ
れ
た
生

徒
は
、
発
問
に
答
え
る
こ
と
で
、
ポ

イ
ン
ト
を
確
認
し
な
が
ら
教
え
る
。

②
小
学
生
に
教
え
な
が
ら
、
小
学
生
か

ら
の
礼
を
受
け
る
こ
と
で
、
学
習
内

容
を
伝
承
す
る
こ
と
を
体
験
す
る
。

展
(
)
｢
お
手
玉
｣
に
つ
い
て

(
)
①
指
名
さ
れ
れ
ば
答
え
る
。

[
知
識
・
理
解
]

3
3

開
①
中
身
の
確
認

②
指
名
さ
れ
れ
ば
答
え
る
。

[
知
識
・
理
解
]

１
②
お
手
玉
の
呼
び
方
に

③
小
学
生
と
一
緒
に
お
手
玉
の
数
を
数

[
技
能
・
表
現
]

つ
い
て

え
る
。

[
意
欲
・
態
度
]

③
淡
路
南
部
の
お
手
玉

代
表
者
が
説
明
と
実
演
を
す
る
。

25 分
「
な
な
つ
」
に
つ
い
て

小
学
生
の
体
験
を
補
助
す
る
。

展
(
)
各
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

[
意
欲
・
態
度
]

4
開

体
験

２
①
１
・
２
年
生

名
①
１
・
２
年
生
と
羽
ば
た
き
鶴
を
折
る
。

（
）

11
折
り
紙

②
３
・
４
年
生

９
名

②
３
・
４
年
生
と
紙
や
す
り
で
竹
と
ん
ぼ

10
（

）
分

竹
と
ん
ぼ

の
角
を
取
り
最
後
の
仕
上
げ
を
す
る
。

・
最
後
の
仕
上
げ

実
際
に
竹
と
ん
ぼ
を
飛
ば
し
、
飛
距
離

・
竹
と
ん
ぼ
飛
ば
し

を
競
う
。

ま
①
感
想
発
表

①
指
名
さ
れ
れ
ば
、
感
想
を
述
べ
る
。

[
思
考
・
判
断
]

と
②
協
力
者
に
対
す
る
謝
辞

②
自
作
の
凧
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

め
を
述
べ
る

5 分 ．
評
価
の
観
点

13 ①
関
心
・
意
欲
・
態
度

自
ら
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
伝
統
・
文
化
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
研
究
し
、
意
欲
的
に
追
求

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
尊
重
し
、
小
学
生
に
意
欲
的
に
継
承
し
よ
う
と
し
た
か
。

②
思
考
・
判
断

地
域
の
伝
統
・
文
化
を
継
承
し
て
い
く
上
で
の
課
題
を
見
い
だ
し
、
そ
の
方
法
を
考
察
し
よ
う

と
し
た
か
。

③
資
料
活
用
の
技
能
・
表
現

体
験
を
通
し
て
身
に
つ
け
た
技
能
を
小
学
生
に
適
切
に
表
現
で
き
た
か
。
ま
た
、
大
き
な
声
で

楽
し
く
､
数
え
歌
を
唄
う
こ
と
が
で
き
た
か
。

④
知
識
・
技
能

生
活
に
関
わ
る
文
化
が
、
人
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
か
、
時
代
の
流
れ
と
共
に

変
化
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
、
基
本
的
事
項
を
理
解
し
、
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
る
か
。



[
２
]
年
間
指
導
計
画
（
２
単
位
）

テ
ー
マ

学
習
目
標

学
習
活
動

。
ｵﾘ
ｴﾝ
ﾃｰ
ｼｮ
ﾝ

「
生
活
」
の
中
に
息
づ
く
先
人
の
知
①
味
噌
の
原
料
に
よ
る
味
の
違
い
を
体
験
す
る

４
恵
を
発
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
②
和
食
の
配
膳
、
は
し
使
い
等
基
本
的
作
法

一
月

１
食
文
化

本
や
地
域
の
文
化
を
探
求
す
る
学
習
③
「
イ
カ
ナ
ゴ
の
く
ぎ
煮
」
に
つ
い
て
学
び
、

の
動
機
づ
け
を
行
う

実
際
に
調
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の

学
食
文
化
を
考
察
す
る
。

期
５

２
衣
文
化

日
本
の
美
意
識
に
つ
い
て
理
解
し
、
①
着
物
の
歴
史
と
着
付
け
体
験

月
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
②
日
本
舞
踊
体
験

。
日
本
の
文
化
の
本
質
を
理
解
さ
せ
る

「
」「

」
６

３
地
場
産
業
淡
路
の
伝
統
工
芸
を
、
体
験
や
地
域
①
地
域
産
業
と
し
て
ふ
き
も
ど
し
淡
路
瓦

月
教
材
等
の
活
用
を
通
し
学
び
、
地
域

を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
と
現
状
に

の
文
化
的
価
値
を
見
直
し
、
伝
統
文

つ
い
て
理
解
す
る
。

７
化
の
継
承
と
創
造
に
寄
与
す
る
態
度
②
地
域
産
業
活
性
化
に
つ
い
て
、
新
し
い
活
動

夏
月

を
育
む
。

案
を
提
案
す
る
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

季 休
８

（
地
域
の
中
で
、
地
域
の
産
業
を
考
え
る
）

業
月

③
プ
ラ
ン
の
発
表
会

９ 月
４
生
活
文
化
地
域
の
独
特
の
生
活
文
化
に
つ
い
て
①
地
域
の
生
活
文
化

気
づ
か
せ
る
。

②
お
手
玉
・
竹
と
ん
ぼ
・
凧
・
折
り
紙
等
の
実

お
手
玉
・
竹
と
ん
ぼ
・
凧
・
折
り
紙

習

等
の
古
く
か
ら
の
遊
び
を
実
習
を
通
③
小
学
生
と
の
交
流
会

二
し
て
学
び
、
ま
た
、
近
隣
の
小
学
生

等
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
文
化
の
継

承
者
と
し
て
の
自
覚
を
養
う
。

学

５
伝
統
文
化
日
本
の
伝
統
的
な
芸
術
・
芸
能
・
芸
①
華
道
・
茶
道
の
体
験

10 月
道
を
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
に
よ
②
書
道
（
毛
筆
の
年
賀
状
作
成
）

期
り
、
そ
の
文
化
的
価
値
と
意
義
を
理
③
上
記
の
芸
道
の
歴
史
と
現
状
を
学
ぶ
と
と
も

解
す
る
と
と
も
に
、
伝
統
文
化
を
継

に
、
そ
の
芸
術
性
や
日
本
人
が
培
っ
て
き
た

承
・
発
展
さ
せ
る
態
度
を
養
う
。

美
意
識
や
人
生
観
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

11 月
６
世
界
の
中
現
代
日
本
文
化
を
多
面
的
な
視
点
か
①
手
塚
マ
ン
ガ
と
デ
ィ
ズ
ニ
ー
マ
ン
ガ
の
比
較

Le
t's

Tr
y

in
En

gl
is

h
の
日
本

ら
学
ぶ
。

②

、
。

1
2
７
発
展
学
習
伝
統
・
文
化
を
学
習
し
た
内
容
を
、
①
各
自
が
テ
ー
マ
を
決
め
調
査
学
習
を
行
う

月
積
極
的
に
発
信
し
、
交
流
し
よ
う
と
②
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
。

す
る
態
度
を
身
に
つ
け
る
。

三
１

学
月

期



志知高「日本の文化」 資料Ｎｏ１ 
（１）生徒の感想（４月１８日授業）より 
 ① ３年女子 

 
 ② ３年男子 

 

③ ３年女子 

 

 



志知高「日本の文化」 資料Ｎｏ２ 
（２）生徒のレポートより 
 ① ３年女子  テーマ：醤油 

 
 
 
 
 



志知高「日本の文化」 資料Ｎｏ３ 
（２）生徒のレポートより 
② ３年男子（テーマ：茶道） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ ３年男子（テーマ：凧） 

 
 
 



志知高「日本の文化」 資料Ｎｏ４ 
（３）小学校より   ① 学級通信より 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 



志知高「日本の文化」 資料Ｎｏ５ 
（３）小学校より   ②校長室だより 

 

 
 
（４）志知高校長室だより「こころざし」より 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



志知高「日本の文化」 資料Ｎｏ７   校長より年賀状への返事 
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志知高「日本の文化」 資料Ｎｏ８

私は、志知高校に入学して、さまざまな活動に取り組んできました。

ＳＳＳ（総合的な学習の時間）では、点字の学習をして、特別養護老人ホームに点訳し

たパンフレットや、般若心経をプレゼントしました。３年になってからは、インターンシ

ップで保育園に行って、子ども達と一緒に楽しく遊び、保育士になりたいという、将来の

夢を、より強く、志すようになりました。

様々な活動の中で、私が特に力を入れて取り組んできたのが、３年になって選択した授

業 「日本の文化」です。、

この授業は、今年から、兵庫県が独自に取り入れたもので 「日本の伝統」や「地域の、

」 。 「 」文化 に親しみと誇りを持つことを目的とした授業と言うことでした 私が 日本の文化

を選択した理由は、１人で浴衣の着付けが出来るようになりたかったのと、華道や茶道な

、 。 、 、どの実技が多く 楽しそうだったからです 実際に授業が始まり たくさんの実技をして

いろいろなことを学びました。

まず、一番楽しみにしていた着付けの授業です。一本の帯で、リボンの形や、ちょうの

形などの、さまざまな結び方が変わり、まるで魔法のようでおもしろかったです。着付け

をした後、先生に礼の作法を教えていただきました。礼の時に使う扇子は、自分がへりく

だり、目上の人に対して、失礼のないようにと配慮する日本伝統の謙譲の心の表現である

ことを学びました。そして 「何かを教えてくれる人がいると言うことは、とても幸せな、

ことです 」と話されていた先生の心がとても美しく感じました。。

次に、小学生に昔の伝統的な遊びを伝えるために、昔ながらのおもちゃを作りました。

竹をナイフで削り、竹とんぼを作り、竹ひごを組み合わせて、凧を作りました。ナイフで

竹を削ることなどしたことがない女子の分を、男の子達が遅くまで残って仕上げてくれま

した。中には、家で竹とんぼが良く飛ぶように工夫をしてくれ、小学生の人数分を一人で

作って来てくれた男子もいました。遅くまで居残りをするのは、大変だったけど、みんな

で楽しく、わいわいと作ったので、いい思い出になり、みんなで１つのものを作り上げて

いくことの楽しさを学びました。

その他にも、古くなった着物をほどき、１つ１つ、手作りでお手玉を作りました。４枚

の布を縫い合わせて、１つのお手玉にしていくのは大変でしたが、小学生が「楽しんで遊

んでくれたらいいなあ」と思いながら、一生懸命作りました。出来上がったおもちゃは、

上手に出来たものばかりではありませんでした。お手玉などは、授業中に破れて、中の小

豆が飛び出すもの続出でした。しかし、１つ１つ味があり、手作りの暖かさが感じられる

ものに仕上がりました。今は、おもちゃと言えば、市販されているものを与えられるばか

りですが、昔の人は、自分たちで何でも作り、創造する楽しさ、おもしろみを感じていた

と思うと、今は、与えられるばかりで、損をしているんじゃないかと思いました。

このような授業を通して、私は 「日本の文化」とは 「心」にあるのだと思いました。、 、

それは、日本人が昔から大事にしてきた「もったいない」という心です。同じ帯でも、結

び方を変えることで、長い間、使うことが出来ます。着ることの出来なくなった浴衣でお

手玉を作ることで、自分の子どもに受け継いで、布を無駄にしません。

お手玉の音を聞いてください （お手玉をならす）この音は、古くなった足袋の金具・。

こはぜを捨てないで利用して、音を楽しんだそうです。このように、物を大事にして、ゴ

ミにせず、再利用することは、簡単そうですが、意外と難しく、物を大切に扱ってきた日

本人の心はすばらしいと思います。

２学期後半からは、華道や茶道、箏などの実技に挑戦します。とても楽しみにしていま

す。日本人が大切にしてきた心を更に学び、有意義な３年間のまとめにしたいと考えてい

ます。


